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X40a RIOJA：z = 6.81銀河の JWST+ALMA解析（2）ISM物理状態の推定
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JWSTとALMAを用いた分光観測は、宇宙再電離期にある銀河（z ≳ 6）の星間媒質（ISM）の物理的・化学的
性質を詳細に解き明かす道を開拓した。我々が推進しているRIOJA（JWST GO Cycle1 #1840）プロジェクト
では、ALMAで観測された z > 6に存在する [O iii]88µm輝線天体に対して JWSTのNIRSpec/IFSとNIRCam
で観測し、良質な多波長データが揃うサンプルを構築した。本講演では、本プロジェクトのサンプル天体の一つで
あるCOS-2987について、NIRSpec/IFSとALMAのデータ解析の結果を報告する。今回、NIRSpec/IFSの面分
光データから赤方偏移 z = 6.81の [O iii]λλ4960, 5008Å, [O ii]λλ3727, 3730Å, Hβ, Hαを検出し、ALMAで検出
された [O iii]88µmも用いて本天体の ISMの平均的な電子密度（ne）、電子温度（Te）、金属量（12+log(O/H)）、
電離パラメータ（logU）を測定した。再電離期の銀河においては、面分光データを用いた電子温度の測定はこれ
まで報告がなく、本研究は先駆的な成果になっている。結果として、neと logU は典型的な高赤方偏移銀河と無
矛盾な結果が得られた一方、Te ∼ 8000 K, 12 + log(O/H) ∼ 8.90と高赤方偏移銀河の中では低い温度かつ高い金
属量を示した。さらに、高い空間分解能をもつNIRSpec/IFSのデータから、本天体は複数の構成成分を持つ複雑
な構造をしていることも明らかになった。本講演ではこれらの結果と考察、及び構成成分ごとの測定結果につい
ても紹介する。


